
ストーブや野焼きの⽕が服に着いてしまったら？
「ストップ・ドロップ＆ロール」で命を守ろう！

加東消防署だより
令和4年1⽉1⽇〜10⽉31⽇までの出動状況

⽕災21件、救急1,724件、救助44件
北はりま消防本部加東消防署  ☎42-0119 

加東警察署
☎42-0110

⽇時 12⽉23⽇㈮ 18時〜21時
場所 加東消防署2階 会議室
定員 20⼈程度 ※先着順
受講料 無料
申込⽤紙 北はりま消防本部ホームページ
申込⽅法 加東消防署救急係に持参
申込締切 12⽉18⽇㈰

12⽉普通救命講習会

 着ている服に⽕がつく事故を「着⾐着⽕」といいます。総務省消防庁によると、着⾐着⽕による死者は、平成27年から令
和元年までの5年間で572⼈にのぼり、毎年約100⼈もの⽅が命を落としています。
 もしも服に⽕がついてしまったらどうすればよいのでしょうか。
 服に着いてしまった⽕に⾃分で対処する⽅法として、「ストップ・ドロップ＆ロール(⽌まれ、倒れろ、転がれ)」という⽅
法があります。

12⽉11⽇㊐ 
  ⼀般 3,000円  ⾼校⽣以下 1,500円
  篠崎史紀(ヴァイオリン)、⼩澤佳永(ピアノ)

ストップ
⽕に酸素が回らないように、

その場で⽌まる

-ストップ・ドロップ＆ロール -

加東市上三草1175

チケット予約は、電話でも
受け付けています。
施設の利⽤申込みも随時
受け付けています。

23.  1⽉12⽇㊍、3⽉9⽇㊍
 13時30分〜 ※約1時間程度

     200円(お菓⼦飲み物付き)
     60⼈ ※先着順・予約制

23.  1⽉29⽇㊐ 
     野﨑智美、⼭縣雅志、北野友梨
     ディズニーメドレー、
     情熱⼤陸ほか

開場 14時15分
開演 15時

ドロップ
倒れて、⽕を地⾯に

押しつける

ロール
転がって消⽕する

 服に⽕が着いてしまったとき、慌てて⾛り回ると、かえって⽕に酸素が
供給され、燃え広がってしまいます。まず落ち着いてその場に⽌まり、倒
れて、⼿で顔を覆って転がりましょう。こうすることで、⽕に酸素が回ら
ないようになり、⽔がなくても⽕を消すことができます。

北朝鮮⼈権侵害問題啓発週間

加東警察署だより

 1980年代にアメリカの消防⼠が開発し
て全⽶で広く知られ、現在は⼦どもたちに
も教えられている消⽕⽅法です。

2524

広報かとう
令和4年12⽉号

広報かとう
令和4年12⽉号

 12⽉10⽇から16⽇までの1週間は、「北朝鮮⼈権侵害問題啓発週間」です。
 この週間は、北朝鮮による⽇本⼈拉致問題をはじめ、拉致問題その他北朝鮮当局による⼈権侵害問題に
ついての関⼼と認識を深めることを⽬的として設けられたものです。
 兵庫県警察では、北朝鮮による拉致被害者の有本恵⼦さんと⽥中実さんに関する情報や、拉致の可能性
を排除できない⾏⽅不明者の⽅々に関する情報を求めています。お⼼当たりのある⽅は、兵庫県警察本部
外事課(☎078-341-7441)または加東警察署に情報をお寄せください。みなさんのご協⼒をお願いします。
 詳しくは、兵庫県警察のホームページをご覧ください。
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県警「拉致の可能性を排除できない⾏⽅不明者の⽅々」▲


